
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

平成２７年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

   事 業 内 容        

  

障がいのある人々による特産物の栽培と木工教室、展覧

会、料理教室、縫製教室、コンサートなどを実施。 

・富士見町の畑でえごま・ルバーブなどの栽培、草取り、 

 収穫。4月～11月。 

・絵画の展覧会。11月 1日～11月 29日。 

・地元音楽家のコンサート。11月 8日。約 100名参加。 

・料理教室。餅つき会 1/9,そば打ち 2/6。計 21名参加。      

・木工教室。8/1，8/29。計 10名参加。 

・縫製教室。10/10，10/24。計 9名参加。      【そば打ち教室】の様子 

   事 業 効 果                     

 

① 支援金を活用し、障がいのある人々と地域住民との交流が 

でき、障がいに対する理解や意識が高まった。 

② 地域の人々の関心を呼び、高齢者や地域住民の参加が 

増え、地域活性化につながった。 

③ 障がいのある若者の雇用促進と就労支援に取り組み、離 

職者が再就職できた。前年比 50％増。 

④ 障がいのある人々を支援し、活動に参加して地域活性化 

に貢献したボランティアが増加。前年比 30％増。 

⑤ 障がいのある人々を就労体験や職場実習で受け入れる 

事業所や場所が増えた。                                                                                                                                                                          

   今後の取り組み    

  

障がい者の雇用が問題になっているが、富士見町境の地域に 

学校のような拠点で活動し、再就職につなげることができた。 

それを支えたのは、地域で障がい者と地域住民が共に縫製教室 

料理教室、コンサート、展覧会などさまざまな活動を通して 

支援者が増え、障がい者への理解や意識が高まったことが考え 

られる。このような住民と障がい者が共に活動する場所を用意し、架け橋になることが私たち団

体の役割であり、この取り組みを継続していきたい。また、この活動は、障がい者だけでなく、

地域住民にとっても楽しい居場所づくり、地域の活性化にもつながると期待できる。 

 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 障がいがあってもだれでも生活し働いて学ぶ地域の学校づくり 

事業主体 

（連絡先） 

八ヶ岳南の学校 

  諏訪郡富士見町境７８５６－５ 

事業区分 ②保健、医療、福祉の充実に関する事業 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 1,143,048円（うち支援金 876,000円） 

【目標・ねらい】 

① 障がい者に対する地域住民

の理解、意識の向上。 

② 活動を通し高齢者や地域住

民の参加と地域活性化。 

③ 障がいのある若者の雇用促

進 

④ 支援者の増加。 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

予定していた活動をほぼ実施

することができた。しかし、回

数が少なかった活動もあり、参

加者が予定より下回ったこと

などから。 


